
処方せん様式の変更について
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資料：「後発医薬品使用促進のための環境整備の骨子について」より
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新たな処方せんの様式（案）

「後発医薬品への変更可」

「後発医薬品(ジェネリック医薬品)への

変更不可の場合、以下に署名」

現行：

変更後：
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処方医が、処方せんに記載した一部の医薬品について、後発医薬品等への
変更に差し支えがあると判断した場合の記載例

変更の可否の指示は、他の方法でもよい

例） 医薬品名の近傍に「＊」を付け、
「＊を付してある医薬品は、変更不可」と記載
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この場合、この欄に署名等を行わない。

Ａ錠：薬局で後発医薬品に変更可能

Ｂ錠：後発医薬品に変更不可

Ｃ錠：薬剤師が説明し､患者が同意した場合､
別銘柄の後発医薬品に変更可能

Ｄ錠：別銘柄の後発医薬品に変更不可


